








① 信 用 事 業 報 告

貯　金
実績　25,184,458千円

貸出金
実績　1,594,593千円

　信用事業を取り巻く環境は、人口減少等基盤縮小などの事業基盤の変化、超低金利による

収益力低下や市場運用環境の大幅な悪化による金融市場の変化、さらには金融規制の一層の

強化など、厳しい状況となりました。

　また、縮小していく市場のなかで、地銀・信金等の経営統合などの合理化・効率化が加速

し、さらに農業貸出分野への積極的な参入など系統信用事業の環境が大きく変動しました。

　このような中、貯金では組合員等利用者に対し、一層の利用向上を図り、年金受給者の獲

得、定期積金、定期貯金等の推進活動を実施し、貯金残高は25,184,458千円の実績を上げる

ことができました。

　貸出については、ＪＡバンク統一ローン・農業融資等に取り組みましたが、貸付額は

1,594,593千円となりました。
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②  共 済 事 業 報 告

　共済事業を取り巻く環境は、人口減少と高齢化率の上昇が続いており、保有契約高の減少な

ど構造的な課題を抱えております。

　このような状況のなか、ＪＡ共済では組合員・利用者の皆さま一人ひとりのニーズに合った

「ひと・いえ・くるまの総合保障」を提供するため、タブレット型端末機（Lablet's）を活用

した３Ｑ訪問活動やあんしんチェックの実践に取り組み、長期共済は316,946万円の保障実績

を上げることができました。また、短期共済では、自動車共済2,705件、自賠責共済1,549件、

火災共済485件、傷害共済1,167件の実績となりました。

長期共済新契約高（保障）
実績　316,946万円

長期共済保有契約高（保障）
実績　5,806,692万円

生命共済

3.9%

建物更生

共済

93.3%

終身共済

2.8%

生命共済

22.6%

建物更生

共済

52.5%

終身共済

24.9%
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③ 購 買 事 業 報 告

　農業生産資材価格は、肥料、諸材料などが若干値上がりしたものの、全体ではほぼ横

ばいで推移しました。また、米中貿易摩擦やそれに伴う世界的な景気減速懸念、高水準

で推移する米国の原油生産などの影響で原油価格は軟調に推移しました。

　こうしたなか、低コスト資材の提供や肥料、農薬利用分量対策費の支出など資材の価

格抑制に努めました。

　生産資材は、農薬、出荷資材は計画を上回りましたが、肥料、農業機械、燃料が前年

を下回り、合計では計画対比91.5％、前年対比96.5％となりました。

　生活物資は、前年度に引き続いて「健康ふれあい館」を設置して推進しました。葬祭

は前年度を上回りましたが、合計では計画対比91.3％、前年対比99.8％となりました。

購買品供給高　実績762,788千円

実 績
947,983千円

葬祭
13.24% 肥料

16.8%

農薬
8.7%

飼料
0.0%

出荷資材
25.3%

農業機械
10.5%自動車

0.7%

燃料
22.6%

その他
0.0%

ガス
1.4%

日用保健雑貨
1.1%

葬祭
11.7%

食品
1.2%

耐久消費財
0.0%
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④ 営 農 事 業 報 告

　販売事業を取り巻く環境は、農業者の離農や後継者問題、高齢化の進行など依然と
して厳しい状況が続いております。
　また、農業生産流通の変化・多様化が加速し、産地間競争の激化や消費者の食に対
する安全や品質を重視する傾向がますます高まっており販売環境は変化しています。
　このようななか、直接販売取引を継続して実施するなど、関係機関・市場等と連携
強化をして有利販売に努めました。
　事業実績は年間計画1,944,400千円に対し2,073,154千円となり、計画対比106.6％、
前年対比122％の結果となりました。
　主な作物等の販売実績は次のとおりです。

　水稲

　令和元年産米については、徳島県奨励品種「あきさかり」が定着し高温障害に比較
的強く、良質米で1等比率も61％と高く出荷量も前年対比180％と大きく上回りまし
た。

　施設作物

　気候が安定的にまた暖冬傾向で推移したことから、品質も良く栽培環境には恵まれ
ました。出荷量は前年対比で下回りましたが、販売金額は上回りました。

　秋冬野菜

　ブロッコリーは順調に作付面積が増加し、自然災害の被害も少なく栽培が行えまし
たが、競合産地からの出荷も多く一時期厳しい販売環境となりました。前年対比出荷
量110％、販売単価120％、販売金額132％となりました。
　レタスは干ばつによる中小玉出荷となり前年対比出荷量85.8％、販売単価160.7％、
販売金額137.8％となりました。

　畜産

　令和元年度の出荷実績はありませんでした。

茄子
22.8%

ブロッコリー
35.4%

ミニトマト
8.1%

レタス
6.3%

キヌサヤ
3.1%

トマト
1.6%

菜の花
1.3%

ほうれん草
0.7%

その他
0.5%

ぶどう
2.9%

苺
2.6% 米・麦・大豆

14.3%

牛
0.0%

資材
0.4%

野菜
79.8%

果実
5.5%

米・麦・大豆
14.3%

牛
0.0%

資材
0.4%

販売品販売高 実績2,073,154千円
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平成31年4月1日から令和2年3月31日（単位：千円）

金　額 金　額

１． 事業総利益 498,530 (9) 保管事業収益 2,394

(1) 信用事業収益 159,290 (10) 保管事業費用 2,100

　　資金運用収益 153,520 294

　　役務取引等収益 4,651 (11) 利用事業収益 205,783

　　その他経常収益 1,118 (12) 利用事業費用 130,592

(2) 信用事業費用 38,545 75,191

　　資金調達費用 22,070 (13) その他事業収益 30,007

　　役務取引等費用 1,627 (14) その他事業費用 28,474

　　その他経常費用 14,847 1,532

120,744 (15) 指導事業収入 184

(3) 共済事業収益 108,052 (16) 指導事業支出 1,517

　　共済付加収入 101,561 △1,333

　　共済貸付金利息 7 ２． 事業管理費 488,745

　　その他の収益 6,484 (1) 人件費 323,404

(4) 共済事業費用 10,331 (2) 業務費 38,647

　　共済借入金利息 - (3) 諸税負担金 13,588

　　共済推進費 3,864 (4) 施設費 108,185

　　その他の費用 6,466 (5) その他事業管理費 4,919

97,720 9,785

(5) 購買事業収益 765,464 ３． 事業外収益 22,377

　　購買品供給高 762,788 (1) 受取出資配当金 21,373

　　その他の収益 2,675 (2) 雑収入 1,004

(6) 購買事業費用 648,453 ４． 事業外費用 377

　　購買品供給原価 640,806 (1) 寄付金 366

　　購買品供給費 1,991 (2) 雑損失 11

　　その他の費用 5,655 31,785

117,010 ５． 特別利益 6,760

(7) 販売事業収益 395,000 (1) 固定資産処分益 339

　　販売品販売高 331,068 (2) 一般補助金 6,421

　　販売手数料 48,135 ６． 特別損失 10,855

　　その他の収益 15,796 (1) 固定資産処分損 1,415

(8) 販売事業費用 307,631 (2) 減損損失 3,019

　　販売品販売原価 287,947 (3) 固定資産圧縮損 6,421

　　販売費 1,065 　税引前当期利益 27,689

　　その他の費用 18,618 ７． 法人税･住民税及び事業税 530

87,369 ８． 法人税等調整額 △4,671

９． 法人税等合計 △4,141

10. 当期剰余金 31,830

11. 当期首繰越剰余金 355,629

12. 土地再評価差額金取崩額 2,176

13. 当期未処分剰余金 389,637

金　額 金　額

１． 当期未処分剰余金 389,637,399 （３）事業分量配当金 11,068,340

２． 剰余金処分額 33,516,421 ①肥料、農薬利用分量配当金 5,171,401
（１）目的積立金 20,000,000 ②青果物出荷分量配当金 3,212,639

①経営安定対策積立金 20,000,000 ③米出荷分量配当金 2,684,300

（２）出資配当金 2,448,081 ３．次期繰越剰余金 356,120,978

（注）１．出資配当金は年１％の割合です。ただし、年度内の増資及び新加入については月割計算とする。

　　　２．事業分量配当金は、肥料、農薬利用分量配当金及び青果物・米出荷分量配当金です。

 ３. 次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善の事業の費用に充てるため繰越額1,600,000円が含まれています。

損益計算書

科　目 科　目

　保管事業総利益

　－詳しくは業務報告書を設置しておりますのでご自由にご覧ください－

　利用事業総利益

　その他事業総利益

　指導事業収支差額

　信用事業総利益

科　目 科　目

　経常利益

　共済事業総利益

（単位：円）

　購買事業総利益

　販売事業総利益

剰余金処分計算書

　事業利益
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黄
化
し
て
い
る
・
根
が
弱
い
）

粒
状
肥
料
は
効
果
が
出
る
ま
で
に

半
月
程
度
（
温
暖
時
）
必
要

す
ぐ
に
効
か
せ
た
い
と
き
は
、

液
状
肥
料
を
併
用
す
る

・
根
が
や
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、

速
や
か
に
亜
リ
ン
酸
が
含
ま
れ
た
資
材
で
根
を
回
復
さ
せ
る

根
張
り
が
不
十
分
だ
と
生
育
遅
延
だ
け
で
は
な
く

生
理
障
害
、
病
害
の
リ
ス
ク
も
高
ま
る

初
期
の
根
張
り
を
確
保
し

生
育
を
安
定
さ
せ
る

初
期
の
根
張
り
を
確
保
し



３
黒
す
す
病

（
１
）
特
徴

・
発
病
適
温
︓

20～
25℃

付
近

菌
糸
生
育
温
度
︓
５
～

35℃
・
降
雨
と
強
風
に
よ
り
発
生
が
助
長

・
病
原
菌
は
被
害
植
物
上
で
生
存
，
胞
子
に
よ
り
伝
染
す
る

（
２
）
登
録
の
あ
る
農
薬

・
定
植
約

30日
後
処
理
＋
出
蕾
期
の
処
理
が
必
要

農
薬
が
葉
裏
と
花
蕾
発
生
部
分
に
か
か
る
よ
う
散
布

※
使
用
前
に
は
登
録
状
況
を
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い

・
黒
す
す
病
に
類
似
す
る
花
蕾
腐
敗
病
は
細
菌
が
原
因
の
た
め
、

Zボ
ル
ド
ー
や
ベ
ジ
キ
ー
パ
ー
等
に
に
よ
る
予
防
が
必
要

黒
色
の
小
斑
点
を
生
じ
，
拡
大
・
結
合
し
て
黒
褐
色

の
斑
点
、
周
辺
は
黄
変

黒
色
の
小
斑
点
を
生
じ
，
拡
大

黒
色
の
小
斑
点
を
生
じ
，
拡
大
し
て
黒
褐
色
に
腐
敗

病
斑
部
に
は
黒
色
の
か
び
が
密
生

黒
色
の
小
斑
点
を
生
じ
，
拡
大

病
斑
部

病
原
菌
が

黒
い
す
す
状
に
見
え
る

2020.5.13適
用
拡
大

2020.6.22現
在

0

農
薬
名

使
用
時
期

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ

希
釈
倍
数

使
用
回
数

そ
の
他
登
録

ア
フ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル

収
穫
前
日
ま
で

7(SDHI)
2,000倍

3回
以
内

菌
核
病

ア
ミ
ス
タ
ー
２
０
フ
ロ
ア
ブ
ル

収
穫
３
日
前
ま
で

11(Q
oI)

2,000倍
3回

以
内

べ
と
病

シ
グ
ナ
ム

W
DG

収
穫
７
日
前
ま
で

7、
11(SDHI

、
Q

oI)
1,500倍

2回
以
内

べ
と
病
、
菌
核
病

パ
レ
ー
ド
２
０
フ
ロ
ア
ブ
ル

収
穫
前
日
ま
で

7(SDHI)
2,000倍

3回
以
内

菌
核
病

メ
ジ
ャ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル

収
穫
前
日
ま
で

11(Q
oI)

2,000倍
3回

以
内

べ
と
病
、
菌
核
病

４
根
こ
ぶ
病

（
１
）
特
徴

・
発
病
適
温
︓

18～
25℃

付
近

・
根
に
こ
ぶ
が
着
生
（
生
育
停
滞
、
凋
れ
）

・
ア
ブ
ラ
ナ
科
連
作
に
よ
り
発
生
が
助
長

・
ロ
ー
タ
リ
に
付
着
、
移
動
し
伝
染
す
る

・
酸
性
土
壌
を
好
む

（
２
）
対
策

・
排
水
性

排
水
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
過
去
に
根
こ
ぶ
病
が
発
病
し
た
圃

場
で
は
感
染
を
助
長
す
る
た
め
畝
間
潅
水
は
控
え
る

・
作
型

低
温
時
で
は
増
殖
が
緩
慢
で

10月
中
旬
以
降
定
植
か
つ

4月
収

穫
で
き
る
作
型
は
発
病
し
に
く
い

・
高

pH（
7以

上
）

石
灰
資
材
、
転
炉
さ
い
を
施
用
し

pHを
上
昇
さ
せ
る

・
輪
作

レ
タ
ス
類
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ネ
ギ
、
緑
肥
等
と
輪
作
す
る

こ
と
に
よ
り
菌
密
度
を
低
下
さ
せ
る

・
耐
病
性
品
種
、
農
薬
の
活
用

（
菌
密
度
が
高
い
圃
場
の
防
除
例
）

発
病
状
況
や
発
生
要
因
を
把
握
し
適
切
な
資
材
、
品
種
を
組

み
合
わ
せ
て
対
策
す
る

根
こ
ぶ
病
の
株

正
常
株

こ
ぶ
に
よ
っ
て
根
の
維
管
束
が
圧
迫
さ
れ
、
水
や
栄

養
分
が
吸
収
さ
れ
ず
、
枯
死
に
い
た
る

養
分
が
吸
収
さ
れ
ず
、
枯
死
に
い
た
る

オ
ラ
ク
ル
粉
剤
を
土
壌
混
和

定
植
前
の
セ
ル
苗
に
オ
ラ
ク
ル
顆
粒
水
和
剤
の
灌
注

耐
病
性
品
種
の
使
用

グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ノ
ン
、
緑
竜
等

+
+



品
種
名

播
種
期

定
植
期

頂
花
蕾
収
穫
期

品
種
特
性

根
こ
ぶ
病

耐
病
性

ア
ン
ト
シ
ア
ン

レ
ス

8
月
末
ま
で

（
播
種
時
期
厳
守
）

7
月
下
旬

8
月
下
旬

1
1
月
上
旬

～
8
月
上
旬

～
9
月
上
旬

～
1
2
月
中
旬

7
月
下
旬

8
月
下
旬

1
1
月
下
旬

～
8
月
上
旬

～
9
月
上
旬

～
1
2
月
下
旬

7
月
下
旬

8
月
下
旬

1
0
月
下
旬

～
8
月
上
旬

～
9
月
上
旬

～
1
1
月
下
旬

8
月
中
旬

9
月
上
旬

1
2
月
上
旬

～
8
月
下
旬

～
9
月
下
旬

～
1
月
下
旬

8
月
中
旬

9
月
中
旬

1
2
月
上
旬

～
8
月
下
旬

～
9
月
下
旬

～
1
月
下
旬

8
月
中
旬

9
月
中
旬

1
2
月
下
旬

～
8
月
下
旬

～
9
月
下
旬

～
2
月
上
旬

8
月
中
旬

9
月
中
旬

1
2
月
下
旬

～
8
月
下
旬

～
9
月
下
旬

～
2
月
下
旬

9
月
上
旬

9
月
下
旬

2
月
中
旬

～
9
月
中
旬

～
1
0
月
上
旬

～
3
月
下
旬

9
月
上
旬

9
月
下
旬

1
月
中
旬

～
9
月
中
旬

～
1
0
月
上
旬

～
2
月
下
旬

2
月
中
旬

～
3
月
下
旬

2
月
中
旬

～
3
月
上
旬

1
月
上
旬

4
月
上
旬

～
1
月
中
旬

～
4
月
下
旬

1
2
月
上
旬

1
月
中
旬

4
月
中
旬

～
1
2
中
旬

～
2
月
上
旬

～
5
月
上
旬

1
月
上
旬

4
月
上
旬

～
1
月
中
旬

～
4
月
下
旬

1
2
月
上
旬

1
月
中
旬

4
月
中
旬

～
1
2
月
中
旬

～
2
月
上
旬

～
5
月
上
旬

2
月
中
旬

4
月
下
旬

～
2
月
下
旬

～
5
月
中
旬

2
月
中
旬

4
月
下
旬

～
2
月
下
旬

～
5
月
中
旬

サ
マ
ー
ド
ー
ム

2
月
上
旬

3
月
上
旬

5
月
中
旬
～

耐
暑
性
に
優
れ
る
・
病
害
虫
の
発
生
、
花
蕾
腐
敗
に
注
意

ブ
ロ
ッ
ケ
ン
H
P

2
月
上
旬

3
月
上
旬

5
月
中
旬
～

耐
暑
性
に
優
れ
る
・
病
害
虫
の
発
生
、
花
蕾
腐
敗
に
注
意

1
月
上
旬

1
月
上
旬

Ｊ
Ａ
阿
波
町
　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
採
用
品
種
の
作
型
と
特
性
に
つ
い
て
　
　

〇

9
月
上
旬
～

1
0
月
中
旬

9
月
中
旬

1
0
月
中
旬

1
1
月
下
旬

1
1
月
下
旬

〇 〇〇

お
は
よ
う
（
被
覆
資
材
）

老
化
苗
・
大
苗
は
ボ
ト
ニ
ン
グ
し
や
す
い
(凍
害
注
意
)

恵
麟
（
ト
ン
ネ
ル
）

お
は
よ
う
よ
り
収
穫
が
早
い
、
肥
切
れ
に
注
意

ク
リ
ア

草
丈
が
低
い
、
厳
寒
期
の
肥
料
切
れ
に
注
意

1
0
月
上
旬
ま
で
に
定
植
を
厳
守

S
K
５
-
１
１
４

お
は
よ
う
（
ト
ン
ネ
ル
）

〇

お
は
よ
う

厳
寒
期
の
保
温
に
つ
と
め
る
・
低
温
で
芯
止
ま
り
し
や
す
い

S
K
９
-
０
９
９

生
育
初
期
の
低
温
で
は
短
茎
に
な
り
や
す
い
の
で
極
端
な
早
ま
き
は

さ
け
る

お
は
よ
う
よ
り
収
穫
が
早
い
、
肥
切
れ
に
注
意

恵
麟
（
被
覆
資
材
）

〇〇

老
化
苗
・
大
苗
は
ボ
ト
ニ
ン
グ
し
や
す
い
(凍
害
注
意
)

深
碧
（
B
L
-
6
5
0
）

高
温
時
の
多
肥
栽
培
で
蕾
粒
が
不
揃
い
に
な
る
な
ど
、
異
常
花
蕾
と

な
る
場
合
が
あ
る

厳
寒
期
の
肥
切
れ
に
注
意

と
も
え

は
つ
み
ら
い

1
0
月
上
旬
ま
で
に
定
植
を
厳
守

全
緑
１
７
３

初
期
成
育
を
し
っ
か
り
さ
せ
草
勢
を
作
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
基
肥
を

効
か
せ
る
肥
料
設
計
を
心
掛
け
る

ア
ー
サ
ー

湿
害
注
意

り
ん
な

早
ま
き
は
花
蕾
の
厚
み
が
不
足
す
る
た
め
、
播
種
期
を
守
る

緑
竜
（
B
L
-
6
4
9
）

極
端
な
早
ま
き
や
多
肥
栽
培
を
避
け
、
適
期
栽
培
を
心
が
け
る

ブ
ロ
ッ
ケ
ン
H
P

花
蕾
肥
大
期
の
肥
切
れ
に
は
注
意

S
K
９
-
０
９
９

7
月
2
5
日
～

1
0
月
下
旬

高
温
期
の
過
乾
燥
に
よ
る
死
花
に
注
意

お
は
よ
う

低
温
伸
長
性
に
優
れ
る
中
早
生
品
種
・
べ
と
病
注
意

〇

〇









機械の貸出について（金額は 10ａあたり、税込金額） 

ブロッコリー畝立機 3,630円 

ブロッコリー畝立機（オペレーター）8,250円 

ブロッコリー移植機 3,630円 

レタスマルチャー 3,630円 

レタスマルチャー※（オペレーター）14,000円 

レタス移植機（手 動） 3,630円 

レタス移植機（半自動） 6,000円 

レタストンネル支柱打込機 6,000円 

◎価格は令和２年７月１日現在のものです 
◎農機の使用には事前予約が必要です。 
事前に販売課事務所にて予約簿に必要事項をご記入下さい。 

※新型レタスマルチャーについて 
施肥機・粒剤農薬散布機付き。アッパーロータリー搭載のため稲を刈ったあと

1回の耕運後すぐに畝立てが可能、但し肥料やマルチの補給が途中で必要なた
め 1名補助員として圃場に同行をお願いします。 
 
 

☆ＪＡ阿波町ではブロッコリー根こぶ病対策として、 

レタスの輪作を推奨しています。  

レタス栽培に興味のある方はＪＡまでご相談下さい。 

お問い合わせ先：ＪＡ阿波町経済部販売課 指導担当 

        ☎３５－２０２７ 

 
































